
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点 

安倍政権が女性の活躍推進を成長戦略に掲げ、2015 年９月に女性活躍推進法が施行されたこ

ともあり、女性職員のキャリア形成については、信用金庫業界においても関心が高まっている。 

そこで、信金中央金庫 地域･中小企業研究所が主催した信用金庫における女性活躍推進にか

かるセミナーや情報交換会の内容をとりまとめ、能力と意欲ある信用金庫の女性職員がさらに

活躍の場を拡げられるよう、そのヒントを提供する。 

要旨 

 近年、信用金庫の常勤職員に占める女性職員の比率は上昇し、パート・派遣職員等を含め

ると、２人に１人は女性職員という信用金庫が多数存在していると推測される。能力と意

欲ある女性職員の活躍の場を拡げるということは、信用金庫経営という観点からも多いに

意義がある。 

 当研究所主催の女性の活躍推進にかかるセミナーや情報交換会の内容をもとに、①女性職

員の職域拡大、②女性職員のキャリアアップ、③仕事と家庭の両立、という３つの論点に

ついて、女性職員の活躍推進のポイントを整理した。 

 本稿では、セミナーや情報交換会に参加した信用金庫の実例や女性職員の意見をベースに

記述している部分が多く、議論が不足している点も多い。今後、信用金庫の職場で女性職

員がさらに能力を発揮できる環境を整えるためには、異なる視点や様々な立場の意見をも

とに、望ましい姿を検討していく必要があろう。 

 

キーワード 女性の活躍推進 女性職員の職域拡大 女性職員のキャリアアップ 仕事と家

庭の両立 

「５～10 年後を見据えたビジネスモデル検討シリーズ」の位置付け 

 本シリーズは、各信用金庫において５～10 年後を見据えた中長期的ビジネスモデル構築

に向けた検討を行う際に、参考資料として活用されることを想定している。 

 今後は現状認識の研究に加えて、５～10 年後を見据えたビジネスモデルに関する参考情

報の収集についてもさらに進めていくこととしたい。 

2009 年度中の全国信用金庫主要勘定増減状況（速報）‐貸出金増加に伴い、預貸率も上昇へ‐(2009 年 5 月 13 日） 
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はじめに 

地域金融機関に求められる業務が多様化・高度化するなか、信用金庫においては、さ

らなる人材育成の強化が課題となっている。そこで、信金中央金庫では、地域・中小企

業研究所が主管部門となって、2012年４月から「しんきん実務研修プログラム」の運営

を開始し、信用金庫からの要望が強いテーマを中心に、各種研修の開催や研修生の受入

れを通じて、信用金庫の人材育成にかかる支援に取り組んでいる。 

安倍政権が女性の活躍推進を成長戦略に掲げ、2015年９月に女性活躍推進法が施行

（事業主行動計画の策定については2016年４月に施行）されたこともあり、女性職員の

キャリア形成については、信用金庫業界においても関心が高まっている。その一方で、

ロールモデル不足、仕事と育児の両立、融資業務のキャリア不足など、女性職員がさら

なる活躍をするにあたって、解決しなければならない課題も存在している。 

そこで、当研究所では、セミナーや情報交換会等を通じて、信用金庫における女性の

活躍推進にかかる取組みについて情報を共有するとともに、信用金庫で活躍している女

性支店長や本部の女性幹部職員をロールモデルとして紹介することにより、女性職員の

キャリアアップへのモチベーション向上やマネジメントスキルを磨く機会を提供して

きた。 

本稿では、これまで「しんきん実務研修プログラム」で実施してきたセミナーや情報

交換会の内容をとりまとめ、能力と意欲ある信用金庫の女性職員がさらに活躍の場を拡

げられるよう、そのヒントを提供することとしたい。 

 

１．信用金庫における女性職員の状況 

全国信用金庫の常勤職員数の推移をみると、1995 年度末以降、20 年間にわたる女性

職員数は、バブル崩壊後に進んだ全体的な採用抑制と事務職員のパート・派遣職員化な

どを受けて、2000 年代半ばまで減少を続けた（図表１）。その後は、事務職員採用の再

開に加え、営業や管理職など、女性の活躍の場が広がったことを受けて、2005 年度末

を底に増加に転じている。これは、男性職員が減少を続けているのとは対照的な動きで

ある。また、常勤職員に占める女性職員の比率（以下「女性職員比率」という。）をみ
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ると、1995 年度

末に 34.2％であ

ったものが 2005

年 度 末 に は

28.8％まで低下

したが、その後、

同比率は上昇し、

20 年前の水準を

超えて2015年度

末には 36.1％と

なっている。な

お、この図表は、

パート・派遣職

員等を除いた常

勤職員のみの推

移を表しているので、この間、非正規職員の採用が浸透した時期であることを考慮する

と、信用金庫内で業務に従事している女性職員は、さらに高いウェイトを占めているこ

とが推測される。 

地域別に 2015 年度末の女性職員比率をみると、北陸地区が 39.0％と最も高く、南九

州地区の 33.5％が最も低かった（図表２）。女性職員比率の水準ごとに信用金庫の分布

状況をみると、35～40％の範囲に属する信用金庫は 108 金庫と全体の４割程度と最も高

く、続いて 30～35％が 79 金庫であったが、40～45％が 47 金庫、45～50％が８金庫と

40％台の信用金庫が２割程度を占めており、さらに 50％以上の信用金庫が４金庫存在

している（図表３）。 

（図表１）常勤職員数および女性職員比率の推移 
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（備考）全国信用金庫統計より信金中金 地域・中小企業研究所作成 

（図表２）地域別にみた女性職員比率    （図表３）女性職員比率の分布状況 
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（備考）１．2015 年度末時点 

    ２．全国信用金庫統計より信金中金 地域・中小企業研究所作成 
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女性のパート・派遣職員等が男性のそれよりも多いことが推測されるので、その点を

考慮すると、２人に１人は女性職員という信用金庫が多数存在しているものと考えられ

る。能力と意欲ある女性職員の活躍の場を拡げるということは、信用金庫経営という観

点からも多いに意義があると言える。 

 

２．しんきん実務研修プログラムにおける取組み 

信用金庫における女性活躍推進のメリットとして、①金融商品・サービスの開発や販

売に女性の視点を活かすことで、より多様な提案が可能になり、顧客から一層の支持を

獲得できること、②信用金庫職員の３割以上を占める女性職員を登用することで、より

大きな母集団から優秀な人材を発掘することができること、③女性を含め多様なライフ

スタイルを持つ全ての人々にとって働きやすい組織風土を作り出すことで、職場が活性

化され、革新的なアイデアが生まれる効果を期待できることが挙げられる。 

しかしながら、信用金庫の職場では、長らく女性職員は、営業店では窓口業務（テラ

ー）や事務処理を中心に担当し、本部ではアシスタント的役割で固定化される傾向が強

かった。また、女性は結婚・出産というライフイベントの際に離職するケースが多く、

特に、育児の負担感から正社員として継続就業が難しい状況にあった。そのため、金融

商品の販売や金融サービスの提供にかかるノウハウの蓄積に課題を残し、女性職員の昇

進・昇格も一定の範囲にとどまり、管理職のロールモデルが不足していた。 

そこで、信金中央金庫では、セミナーや情報交換会を通じて、女性活躍推進に積極的

な信用金庫の人事制度や管理職として活躍している女性職員を紹介するとともに、各信

用金庫から選抜された女性職員同士のディスカッションの場を提供することで、信用金

庫業界における女性活躍の環境整備に取り組んでいる（図表４）。 

（図表４）女性の活躍推進にかかる主なセミナー・情報交換会 

研修名 場所
講師・パネリスト
（信用金庫）

開催日 形式

女性職員のキャリア、マネジメント・スキル向
上にかかる情報交換会

大阪支店
埼玉縣信用金庫
浜松信用金庫

2013年10月11日 情報交換会

女性職員のキャリア形成等にかかる情報交換会 静岡支店
京都信用金庫
北おおさか信用金庫

2014年6月23日 情報交換会

女性職員の活躍推進セミナー 本店

埼玉縣信用金庫
のと共栄信用金庫
知多信用金庫
広島信用金庫

2015年1月27日 セミナー

女性職員のキャリア形成にかかる情報交換会 神戸支店
多摩信用金庫
広島信用金庫

2015年7月24日 情報交換会

女性職員のキャリア形成にかかる情報交換会 本店
しののめ信用金庫
埼玉縣信用金庫

2016年3月3日 情報交換会

女性職員のキャリア形成にかかる情報交換会 中国支店
川崎信用金庫
京都信用金庫

2016年7月7日 情報交換会

女性職員のキャリア形成にかかる情報交換会 新潟県
東京東信用金庫
昭和信用金庫

2016年11月18日 情報交換会
 

（備考）信金中金 地域・中小企業研究所作成 
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以下、セミナーや情報交換会の内容をもとに、①女性職員の職域拡大、②女性職員の

キャリアアップ、③仕事と家庭の両立、という３つの論点について、女性職員の活躍推

進のポイントを整理してみたい。 

 

 (1) 女性職員の職域拡大 

信用金庫に勤務する職員が性別に関係なく営業に携わる傾向が強まり、女性の職域

が事務処理や窓口営業中心から預り資産業務、個人向けローンなどへと幅が広がり始

めている。 

例えば、総合営業体制の構築を掲げ、預かり資産、年金、住宅ローン等の分野で女

性専担者が活躍している信用金庫がある。全員営業を掲げ、女性のみで構成された営

業店を開設しているケースもあった。この信用金庫では、女性の感性や企画力の活用

のために女性だけで構成された課を業務部内に設置している。 

女性職員の職域拡大について、1980年代後半から女性渉外を継続的に配置し、女性

も男性と同じ基準で、預金、預り資産、融資等を担当している信用金庫がある。こう

した取組みを継続的に実施していった結果、融資担当役席者が増加し、近年では外部

出向を含む職域拡大にも取り組んでいる。この外部出向を経験した女性職員は、その

後、支店長として活躍し、出向時代の経験を活かして、地域のリーダーや核となる人

を通じ、顧客の紹介に結び付けるなどの成果をあげている。 

また、もう一つの事例として、女性職員に対して職務を指定することで職域の拡大

を図る信用金庫もある。この信用金庫では、人事部の部門長が女性職員に対して融資

業務、営業などの職務を指定している。所属長による指定を含めると、融資窓口の過

半数を女性職員が占めるという状況になっている。また、女性が融資業務まで職域を

拡大するには、企業審査のノウハウが不可欠になるが、そのために審査部トレーニー

制度を活用している。この制度は、営業店職員が、審査部で資産査定・信用格付・審

査業務を一定期間経験できるというもので、審査部の担当者から直接指導を受けられ

ること、案件を数多く審査できることなどから、企業審査のスキルアップにつながる

研修となっており、女性職員の融資業務への職域拡大にも寄与している。 

このように女性職員の職域拡大は、信用金庫業界において徐々に浸透し始めている

が、情報交換会の参加者の意見や受講後のアンケート結果をみると、今後の課題も浮

き彫りになった。女性職員の職域拡大に関連した代表的な意見を整理すると、以下の

とおりである。 

 

・多くの女性職員は、預金事務担当として長く仕事をしてきたために、融資業務や

渉外への知識や経験が不足している。 

・知識や経験不足を補うために、入庫時点から性別に関わりなく、ジョブローテー

ションを目的とした人事異動を行う必要がある。 
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・自己啓発によって中小企業診断士や簿記などの資格を取得し、得意分野を持つこ

とで、融資業務や渉外活動に活かすことができる。 

 

 (2) 女性職員のキャリアアップ 

女性活躍推進法では、従業員301人以上規模の企業は、2016年４月１日までに、ス

テップ１ 自社の女性の活躍に関する状況把握・課題分析、ステップ２ 状況把握・課

題分析を踏まえた行動計画の策定・届出・公表、ステップ３ 女性の活躍に関する情

報公表、を行うことが義務付けられることになった（300人以下の企業は努力義務）。

ステップ１では、①採用者に占める女性比率、②勤続年数の男女差、③労働時間の状

況、④管理職に占める女性比率の４項目について、必ず把握しなければならないこと

になっている。 

そうした状況の中で、同法に該当する信用金庫では、行動計画の中で、女性管理職

比率の向上を目標に掲げているところも存在し、女性職員のキャリアアップについて

関心が高まっている。 

信用金庫では、営業店に配属され、預金・融資業務や渉外など幅広い業務をジョブ

ローテーションしながら職域を拡大し、支店長を経て、本部部門長等幹部職員へと昇

格していくというのが一般的なキャリアアップのスタイルであろう。その過程で、部

門運営や部下指導などのマネジメント能力を向上させていくことになる。信用金庫に

おいてキャリアを形成するためには、登竜門的ポストとして、支店長という役職が重

要な要素となっている。 

それでは、実際に信用金庫で支店長や幹部職員として活躍している女性職員は、ど

のような過程を経てキャリアアップを果たしてきたのだろうか。当研究所が主催した

セミナーや情報交換会の講師・パネリストの経験をもとに、これまでの信用金庫の女

性職員のキャリアアップの事例を紹介したい。 

まず、パート採用で中途入庫し正職員に転換、その後、女性管理職のフロントラン

（図表５）情報交換会の参加者 

 
（備考）１．2016 年７月７日 「女性職員のキャリア形成にかかる情報交換会（中国支店）」 

    ２．信金中央金庫 地域・中小企業研究所撮影 



©信金中央金庫 地域・中小企業研究所 

 

金融調査情報  ２８－２２      ２０１７．１．５ 

 

6 

ナーとして選抜され、人事部で女性職員登用のための制度創設に携わり、10年後をめ

どに女性支店長の誕生を目標に掲げた結果、自身が支店長になった方がいる。一時中

断しながらも10年かけて中小企業診断士の資格を取得し、融資部への異動、営業店で

の融資役職者、預金次長、融資次長の経験を経て、支店長に昇格している。 

別の信用金庫の女性職員は、入庫２年目から融資担当者として上席者の企業訪問に

同行し、その後、預り資産専担者制度の１期生に選抜され、営業店でその分野での営

業の中心的役割を担った。融資役職者に抜擢された時は、理事長からの激励でモチベ

ーションがアップし、支店次長の経験を経て、当該信用金庫初の女性支店長として活

躍している。 

また、営業店４店舗で融資事務、テラー、窓口チーフ、事務チーフ、個人金融を経

験し、本部管理職を経て、大型店舗の副支店長（個人金融担当）に就任した女性職員

の方がいる。当該信用金庫のキャリアアップのイメージは、入庫後に営業店に配属に

なり、個人金融や企業金融を担当し、本部も含めジョブローテーションをしながらキ

ャリアアップしていくが、全体的な傾向として、個人金融分野で活躍する女性職員が

多いということだった。 

最後に、営業店で長く事務の中心的役割を担い、担当者から管理職に昇進し、営業

店の副支店長、本部では事務部門の管理職、人事部門の管理職へとキャリアアップの

道を歩んだ女性職員の方がいた。信用金庫の女性職員は、事務中心のキャリア形成の

道を歩むケースが多い。一定範囲の職務経験ではあっても昇進・昇格の機会があり、

幹部職員として能力を発揮できる環境が整っている信用金庫もある。 

なお、女性職員にとって、管理職のロールモデル不足を指摘する声が多い。そこで、

当研究所では、セミナーや情報交換会を通じて、実際に信用金庫で活躍している女性

（図表６）パネルディスカッション風景 

 
（備考）１．2016 年３月３日 「女性職員のキャリア形成にかかる情報交換会（本店）」 

    ２．信金中央金庫 地域・中小企業研究所撮影 
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支店長や本部の幹部女子職員をロールモデルとして紹介してきた。しかし、講師やパ

ネリストからロールモデルに関連した意見を聞くと、以下のとおり、性別で分けず身

近にいる先輩職員や自ら設定した管理職像を目標にしてきたケースが多かった。 

 

・自分の周りに理想の上司がいたら、性別に関わりなくその人がロールモデルであ

る。 

・女性ならではの発想や柔軟性を活かし、自分の管理職スタイルを作り上げていけ

ばよい。 

・各人の役割や目指す姿は、それぞれ違うのだから、ロールモデルは必要ないと考

えている。目指す対象はロールモデルではなく、なりたい管理職像がロールモデ

ルである。 

 

 (3) 仕事と家庭の両立 

女性職員の就業環境を整えるうえで、重要な要素となるのが、仕事と育児をはじめ

とする家庭生活との両立を支援する取組みであろう。特に、結婚・妊娠・出産・育児

などのライフイベントは、20代後半から30代というキャリア形成でも重要な時期に重

なるために、継続就業の環境整備と女性職員のキャリア中断に対する不安感の解消に

対する支援は、信用金庫にとっても経営課題になっている。ここでは、仕事と家庭の

両立について先進的に取り組んでいる信用金庫の事例をいくつか紹介したい。 

ワークライフバランス支援に積極的なこの信用金庫では、有給休暇の取得促進、最

終退出時間の設定、週

１回の早帰りデーの

設定、職員の家族によ

る職場訪問の開催な

どに加えて、産休・育

休中の職員を対象と

する会合を開催し、業

務改正点にかかる説

明や子を持つ先輩女

性職員との懇談を実

施している。また、産

休前の個別カウンセ

リング、ｅラーニング

活用による育休中の

自主学習の推進、育休

明け職場復帰研修な

（図表７）グループ発表の様子 

 
（備考）１．2016 年 11 月 18 日 「女性職員のキャリア形成にかかる情報

交換会（新潟県）」 

    ２．信金中央金庫 地域・中小企業研究所撮影 
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ども実施している。さらに、男性職員の配偶者分娩休暇や育児休暇の取得を推進して

いる。 

また、子育て支援策として、育休は最長で子どもが５歳になるまで、育児短時間勤

務は小学４年生に満たない子どもを養育する場合に取得可能としている信用金庫も

あった。結婚、妊娠、出産、介護など、やむを得ない事情で退職する職員に対して、

同待遇で職場に戻る機会を５年間提供する制度を設けている。配偶者の出産時の休暇

や育休の一部を有給休暇として認め、男性職員の育休取得についても推進している。

さらに、産休・育休者や子育て中の職員の交流の場として座談会を開催している。 

育児休職中の女性職員の継続就業支援として、育児休職中の女性職員を対象に年１

回セミナーを開催している信用金庫もあった。この信用金庫では、セミナーへの子連

れ参加を認め、業務の変更点の周知、子を持つ先輩女性職との意見交換を通じ、職員

同士の横の繋がりによる悩みや不安の解消などを行うことで、スムーズな復職を支援

している。 

以上が仕事と家庭の両立を支援する信用金庫の取組み事例であり、個別の信用金庫

において環境整備が進められている。さらに育児については、個別の信用金庫の取組

みに加えて、講師・パネリストから母としての立場からのコメントや、個人レベルの

創意工夫についても言及があった。 

 

・子どもがいることがかえって仕事を続けるうえでの心の支えになった。 

・子育ての支援者が同居家族の中にいるという好条件下にあった反面、子どもが小

さい頃、自分になつかずさびしい思いをした。 

・子どもの病気などで急に休暇をとらざるを得なくなる時のために、自分の仕事の

「見える化」に取り組んでいる。どのような仕事をしていて、その日に何をやる

べきかを「見える化」しておくことで、自分が急に休んでも組織として業務が継

続できるように環境を整えた。 

 

おわりに 

信用金庫役職員を対象とした女性の活躍推進にかかるセミナーや情報交換会につい

ては、信金中央金庫の本店で全国の信用金庫の職員を対象に実施するものに加えて、最

近では、研究所の職員が支店等に赴き、各地区や県毎の信用金庫を対象に開催するもの

を増やしている。そして、情報交換会における活発な意見交換、受講後のアンケートな

どを通じて、数多くの女性職員から女性の活躍推進にかかる意見・提案をいただいた。 

最後に共通したコメントをいくつか紹介したい。 

 

・女性の活躍推進には経営陣からのトップダウンのメッセージが重要である。その一

方で、女性職員が抱えている課題が経営陣に届く仕組みをつくることも必要である。 
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・女性と男性では体力的に差があり、気質も異なるのだから、女性らしさを大切にし

て仕事に取り組めばよい。 

・女性に遠慮する上司の下で女性の部下は育たない。その一方で、女性職員は営業や

融資業務に苦手意識を持たず、自己啓発を通じて知識を磨き、新しい職域に挑戦す

る気概を持つべきである。 

・渉外活動などで仕事上の問題にぶつかったときに、少数派である女性職員のサポー

ト体制を構築する。例えば、部署を越えた情報交換の場を設け、悩みや不安を打ち

明けられるような場を設定する。 

・夫婦が協力して家事・育児に取り組めるよう、女性職員だけではなく、男性職員に

も配慮した福利厚生制度の整備を図る。また、その運用に配慮する。 

 

本稿では、「しんきん実務研修プログラム」で実施してきたセミナーや情報交換会の

内容をもとに、信用金庫における女性の活躍推進について論じてきた。そのため、セミ

ナーや情報交換会に参加した信用金庫の実例や女性職員の意見をベースに記述してい

る部分が多く、議論が不足している点も多い。今後、信用金庫の職場で女性職員がさら

に能力を発揮できる環境を整えるためには、異なる視点や様々な立場の意見をもとに、

望ましい姿を検討していく必要があろう。 

女性にとって信用金庫は、生まれ育った地域で、転居を伴う異動もほとんどなく、家

族の近くで仕事ができる働きやすい職場である。地元への愛に溢れ、その地域で活躍さ

れる女性は、信用金庫にとってかけがえのない人材であり、特に、窓口でお客さまに接

するテラーの方や、お客さまを訪問する渉外の方は、「信用金庫の顔」と言える。内部

事務においても、正確な事務処理に加え、女性ならではのきめ細やかさが事務ミスを防

止しており、それが信用金庫の信用にもつながっている。 

今後とも、当研究所は、能力と意欲ある信用金庫の女性職員がさらに活躍の場を拡げ

られるよう、研修や情報提供等に努めていきたいと考えている。 

以 上 

（松崎 英一） 
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信金中央金庫地域・中小企業研究所 活動状況 

（2016 年 12 月末現在） 
 

○レポート等の発行状況（2016 年 12 月実績） 

発行日 分     類 通巻 タ  イ  ト  ル 

16.12.2 産業企業情報 28-10 長寿企業の“継続力”を考える 

16.12.5 内外金利・為替見通し 28-9 
円安進行と景気回復期待を受けて日銀による追加緩和は当
面見送り 

16.12.9 金融調査情報 28-18 急速に脚光浴びる「フィンテック」⑥ 

16.12.14 内外経済・金融動向 28-5 中国経済を下支えする個人消費と第３次産業 

16.12.16 金融調査情報 28-19 
－今、改めて考える信用金庫の源流－報徳思想を踏まえた独
自の取組みと二宮金次郎像の全国への普及 

16.12.16 産業企業情報 28-11 到来するＩｏＴ社会と中小企業④ 

16.12.16 金融調査情報 28-20 共同化による経費の削減 

16.12.20 金融調査情報 28-21 信用金庫中堅職員のさらなる活躍に向けて 

16.12.21 内外経済・金融動向 28-6 中小企業の財務状況と景気動向 

16.12.27 ニュース＆トピックス 28-78 信用金庫業界の総資産は 150 兆円台へ 

16.12.29 産業企業情報 28-12 コンテンツツーリズムによる魅力溢れる地域づくり 

○講演等の実施状況（2016 年 12 月実績） 

実施日 講 演 タ  イ  ト  ル 主     催 講演者等 

16.12.1 ものづくり補助金等について 川之江信用金庫 井上有弘 

16.12.2 中小企業を取り巻く経済環境 蒲郡信用金庫 角田匠 

16.12.2 フィンテックについて 呉信用金庫  藁品和寿 

16.12.2 フィンテックについて 広島信用金庫  藁品和寿 

16.12.6 環境変化に挑む全国の若手経営者の成功事例 横浜信用金庫 鉢嶺実 

16.12.7 国内外の経済情勢と金融市場の展望について 群馬県信用金庫協会 角田匠 

16.12.8 経済の見通しについて 武蔵野銀行 角田匠 

16.12.8
～9 

日本のベンチャー企業における資金調達について 全日本証券研究学生連盟 鉢嶺実 

16.12.9 日本および世界の経済情勢と今後の展望 外為信金連絡会 角田匠 

16.12.9 職域セールスの企画について 信金中央金庫 刀禰和之 

16.12.21 国内外の経済情勢と今後の展望 奈良中央信用金庫 角田匠 

16.12.22 
愛知県立愛知総合工科高校専攻科金融講座 
東海経済圏における「ものづくり企業」の影響力 

西尾信用金庫 奥津智彦 

16.12.28 「フィンテック」の動向について 甲府信用金庫 松崎英一 

16.12.28 「フィンテック」の動向について 山梨信用金庫 松崎英一 

＜信金中央金庫 地域・中小企業研究所 お問い合わせ先＞ 
〒103-0028 東京都中央区八重洲１丁目３番７号 
TEL 03-5202-7671（ダイヤルイン）       FAX 03-3278-7048 
e-mail：s1000790@FaceToFace.ne.jp 
URL http://www.shinkin-central-bank.jp/（信金中央金庫） 

http://www.scbri.jp/（地域・中小企業研究所） 


